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主論文 

Comparison of remimazolam-based and propofol-based total intravenous anesthesia on 

hemodynamics during anesthesia induction in patients undergoing transcatheter aortic 

valve replacement: a randomized controlled trial 

 

経カテーテル的大動脈弁置換術を受ける患者における麻酔導入時のレミマゾラムとプ

ロポフォールの全静脈麻酔の血行動態の比較：無作為化比較試験 

 

  Taichi Kotani, Mitsuru Ida, Yusuke Naito, Masahiko Kawaguchi. 

Journal of Anesthesia 2024 Feb 12. (Online ahead of print.) 



論文審査の要旨 

 

大動脈弁狭窄症患者は全身麻酔導入時において、低血圧発生の危険性が高い。従来から

使用されているプロポフォールは循環抑制作用があり低血圧が発生しやすい問題があ

った。一方で近年上市されたレミマゾラムは循環抑制作用が少ないことが知られている。

本研究では大動脈弁狭窄症に対して経カテーテル的大動脈弁置換術（Transcatheter Aortic 

Valve Replacement: TAVR）を受ける患者において、レミマゾラムとプロポフォールを用

いた全静脈麻酔が血行動態へ与える影響を比較検討した。対象は、全身麻酔下で大腿動

脈アプローチによる TAVR 予定の患者 36 例で、レミマゾラム群とプロポフォール群

に無作為に割り付けた。主要評価項目は、麻酔導入中の平均動脈圧 60mmHg 未満の 20

秒以上持続と定義される低血圧の発生率、副次的評価項目として、昇圧剤であるエフェ

ドリンおよびフェニレフリンの総投与量、術後せん妄発症の有無などを評価した。結果、

麻酔導入中の低血圧発生率は、レミマゾラム群で 11.9%、プロポフォール群で 21.6%で

あり、レミマゾラム群で有意に低率であった。また、エフェドリンの総投与量はプロポ

フォール群がレミマゾラム群より有意に多く、術後せん妄の発生率はレミマゾラム群と

プロポフォール群で有意な差は認めなかった。これらの結果より、大動脈弁狭窄症を有

する患者に対する全身麻酔におけるプロポフォールに対するレミマゾラムの優位性が

示された。公聴会では、研究の内容、考察、今後の研究の展開についてわかりやすく発

表された。質疑では、研究手順の確認、麻酔深度の評価方法、循環作動薬への影響、研

究デザインの設定根拠、部分集団による効果の違い、両薬の心抑制作用の違い、レミマ

ゾラム使用患者の術前の注意点、術後せん妄への影響などに対する質問があり、全て的

確に回答された。本研究で得られた結果は本領域の今後の発展に寄与するものと評価さ

れ、主論文の内容と公聴会での質疑応答および参考論文と合わせて、審査委員のすべて

が適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに侵襲制御・生体管理医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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